
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
主として反射光により映像を表示するＬＣＤ表示装置において、
画面表示用映像信号として通常映像信号と所定の画像表示信号のいずれかを設定する映像
設定部と、
各画素の駆動素子のゲート電源を制御するゲート電源制御部と、
各画素の共通電極を制御する共通電極制御部と、
前記データ線駆動回路部への電源を制御するソース電源制御部と、
電源のオン・オフ時に前記各部の作動時期を制御する電源作動タイミング制御部とを備え
、
前記電源作動タイミング制御部は、電源のオフ時に映像設定部で所定の画像表示信号を選
択した後、ゲート電源制御部でゲート電圧をオフ及び共通電源制御部で共通電極をオフし
、次にソース電源制御部でデータ線駆動回路部への電源をオフする手段を備えたことを特
徴とするＬＣＤ表示装置。
【請求項２】
前記共通電極をオフする時点は、前記所定の画像表示を所定時間維持した後の時点に設定
したことを特徴とする請求項１記載のＬＣＤ表示装置。
【請求項３】
前記データ線駆動回路部への電源をオフする時点は、共通電極電圧がほぼなくなる時点に
設定したことを特徴とする請求項１記載のＬＣＤ表示装置。
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【請求項４】
前記電源作動タイミング制御部は、電源のオン時に前記ソース電源制御部とゲート電源制
御部と共通電極制御部とをオンした後、データ線駆動回路部に映像信号を出力することを
特徴とする請求項１記載のＬＣＤ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＬＣＤ表示装置の画面の切換時や消灯する際に発生する、画面の乱れを防止す
ることができるようにしたＬＣＤ表示装置に関し、特に、反射型のＬＣＤにおける前記画
面の乱れを防止するためのＬＣＤ表示装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
現在各種の情報表示装置として用いられてきたブラウン管に代わり、設置スペースや消費
電力の面で有利な液晶ディスプレイ（ Liquid Crystal Display:以下「ＬＣＤ」と略称す
る。）が広く用いられるようになっている。このようなＬＣＤには種々のものが存在し、
その構造の面からみると、ディスプレイ自体を直接見る直視型ＬＣＤと、スクリーンに映
し出した映像を見る投写型とが存在し、そのうち、広く用いられている直視型ＬＣＤには
、バックライトを持つ透視型ＬＣＤと、自然光や室内灯などの反射光を用いる反射型ＬＣ
Ｄとが存在する。なお、反射型ＬＣＤは周囲に光が無いと見ることができないので、バッ
クライトも設けて、必要に応じてバックライトを使用するようにしたものも存在する。
【０００３】
即ち、液晶材は自然発光しないため、前記透視型は、アレイ基板の裏面にバックライトを
設けて光を照射し、その光が液晶材を封じ込んだアレイ基板と液晶セルを通過しながら液
晶によりねじれ作用を受け、偏光板を通して得られた映像を見るものであり、それに対し
て反射型は、液晶セル基板の表面に照射されている自然光を、アレイ基板と液晶セル基板
に反射させて映像を見るものである。
【０００４】
また、ＬＣＤはＴＮ型、ＳＴＮ型、ＤＳＴＮ型等のＬＣＤで代表されるような、糸状（ Ne
matic）液晶のネマティック液晶材を用い、また、能動素子を用いずに受動素子のみを用
いた単純マトリックス方式としてのパッシブマトリクスＬＣＤと、ＴＦＴ型ＬＣＤで代表
される内部に薄膜トランジスタやダイオードなどのアクティブ素子により駆動制御を行う
アクティブマトリックスＬＣＤとがある。近年はパソコンの表示画面、ＴＶ表示画面等の
広い画面に対し、精細な画面で応答性のよいカラー画像を表示する要求が強くなり、アク
ティブマトリックスＬＣＤが多く採用されるようになっている。
【０００５】
このようなアクティブマトリックスＬＣＤは、代表的なＴＦＴ型ＬＣＤを例に説明すると
、図５に示すように、能動素子としての薄膜トランジスタ（ Thin Film Transistor：以下
「ＴＦＴ」と略称する。）を、縦列の画素電極Ｘと横列の画素電極Ｙとの交点に接続し、
そのＴＦＴの一方にはデータ信号が、他方には図示されない蓄積コンデンサが接続され、
その蓄積コンデンサと並列に液晶材による画素が入る構造となっている。また、ゲート電
極には横列の画素電極Ｙが接続し、外部からアドレス信号が供給され、このアドレス信号
に従って前記データ信号がＴＦＴを介して画素に送られるようになっている。
【０００６】
上記のような原理からなるＴＦＴ型ＬＣＤ等のアクティブマトリックスＬＣＤは、例えば
図６に示すような駆動回路によって駆動され、制御される。この駆動回路は大別して信号
制御回路部３２、電源回路部３４、階調電圧回路部３３、対向電極駆動部３５、ゲートド
ライバとしてのアドレス線駆動回路部３６、ソースドライバとしてのデータ線駆動回路部
３７等からなり、それにより前記図５に示されるような構造をなす液晶パネル３１を駆動
し、これらの制御回路を含めて液晶モジュール３０を形成している。
【０００７】
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【発明が解決しようとする課題】
このような駆動回路において、外部から電源、クロック信号φ１、φ２、同期信号、及び
データ信号が供給されると、信号制御回路部３２はデータ信号、制御信号及びクロック信
号φ１をソースドライバとしてのデータ線駆動回路部３７へ供給し、制御信号とクロック
信号φ２をゲートドライバとしてのアドレス線駆動回路部３６へ供給する。電源回路部３
４は外部から供給される電源を調整し、必要な電源電圧をデータ線駆動回路部３７のドラ
イバＩＣに、また、アドレス線駆動回路部３６のドライバＩＣにそれぞれに供給する。階
調電圧回路部３３はデータドライバの出力電圧発生に用いられる階調電圧をデータ線駆動
回路部３７へ供給する。また、対向電極駆動回路部３５は共通電圧を画素電極に対向する
共通電極に供給する。
【０００８】
ＴＦＴ型ＬＣＤにおいては、アドレス線駆動回路部３６からのゲート電圧によってＴＦＴ
を１行毎にオン・オフさせ、そのオン期間中はデータ線駆動回路部３７からの出力電圧が
、データ線４３から、ＯＮになっているＴＦＴ４４のソース電極４５に入り、ドレイン電
極４６を通して、図中等価回路として示す画素部分のコンデンサ５０で表している画素電
極と、この画素電極に並列に接続され、供給された電圧を保持するための蓄積コンデンサ
５１に印可され、画像の表示を行う。このとき、画素電極の電位と対向電極の電位との差
が液晶層の印可電圧となり、この印可電圧により適宜の階調の液晶画像表示がなされる。
【０００９】
その後、ＴＦＴのゲートが切れた後も、この蓄積コンデンサ５１に蓄えた電圧により画像
表示をそのまま維持する。そして、次のフレームの画像表示のために再びこのＴＦＴにゲ
ート電圧が供給されてゲートがＯＮし、かつ、先と逆電圧を画素及び蓄積コンデンサに供
給することにより、画素の電荷と蓄積コンデンサの電荷を放電しつつ、続いて所定の階調
の画像を表示するための所定の逆電圧を蓄積コンデンサ５１に蓄え、次のフレームの画像
表示を行う。このような動作を繰り返すことによりディスプレイ全体で所定の画像を表示
している。なお、この蓄積コンデンサ５１は、図示実施例では共通電極４１とは別のＣｓ
線４２に接続した例を示しているが、Ｃｓ線４２を用いることなく共通電極４１に接続さ
れることもある。
【００１０】
上記のような作動を行うＬＣＤ表示装置において、通常の液晶表示を行っている状態から
この液晶表示を終了するときには、電源線がすべて落とされる結果、電源回路部３４に供
給する電源線をオフすると共に、データ信号線も同時にオフする。このとき、ＴＦＴもオ
フ状態となるので、各画素における画像を維持するために常に所定の電圧を維持するよう
に電荷を蓄えている蓄積コンデンサ５１は、そのまま電荷を保持した状態を維持しようと
する。しかしＴＦＴ４４の内部抵抗等の漏れ部分から次第に放電するため、各素子の放電
特性等、素子の回路内部及び外部の影響を受けた特性に対応して、画面全体の各画素部分
で液晶の不確定な乱れを生じる。このとき、特に反射型のＬＣＤにおいては、液晶の乱れ
により電源を消してからしばらくの間この液晶を通して映像が見えるため、もやもやとし
た不規則な残像現象が表れる。
【００１１】
この点に関し、従来から広く用いられていたバックライト型ＬＣＤにおいては、前記のよ
うに、アレイ基板の裏面にバックライトを設けて光を照射し、液晶セルを通過することに
より得られた映像を見るものであるため、ＬＣＤの電源を切るとバックライトも同時に消
え、液晶を通る光がほとんどなくなるので、液晶の中で生じている前記のような現象に基
づく不規則な残像現象は見られない。
【００１２】
なお、バックライト型ＬＣＤにおいては、映像表示中に一時的にその映像を消す映像ミュ
ートを行うときには、バックライトを消すことにより液晶で通常の画像表示処理している
状態をほとんど見ることができないので、電源を消す必要がない。したがってバックライ
ト型ＬＣＤにおける映像ミュートはバックライトを消すことによって行っていた。
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【００１３】
それに対して近年研究開発が進み、広く利用されつつある反射型ＬＣＤは、液晶セル基板
の表面に当たる自然光を、アレイ基板と液晶セル基板に反射させて映像を見るものである
ので、上記のような電源を切ったときに生じる液晶の乱れの現象は、反射光により不規則
な残像現象として視認され、ディスプレイ、及びそのディスプレイを搭載している機器の
高級感を損ね、また、利用者に違和感を感じさせる。
【００１４】
また、反射型ＬＣＤにおいて映像ミュートを行う際には、バックライト型ＬＣＤのような
バックライトを備えていないので、前記手法で映像ミュートを行うことができず、したが
って特に格別の対策を講じなければ、一時的に映像を消すだけでも電源を切る必要があり
、そのたび毎に前記のような不規則な残像現象を見ることとなる。
【００１５】
なお、反射型ＬＣＤにおいて、映像ミュート時のたび毎に電源を切る必要がないように、
映像信号入力系統に通常映像信号と黒画面表示信号とを切り換え可能に設け、映像ミュー
ト信号が入ったときには黒画面表示信号側に切り換え、ＬＣＤ表示装置上に黒画面を表示
して、映像を消したように見せる手段を採用することもある。
【００１６】
本発明は、上記のように、反射型ＬＣＤの電源を切断したときに、ＬＣＤの画面上に不規
則な残像現象を生じないようにしたＬＣＤ表示装置を提供することを主たる目的としてい
る。
【００１７】
【課題を解決するための手段】
本発明は、上記課題を解決するため、主として反射光により映像を表示するＬＣＤ表示装
置において、画面表示用映像信号として通常映像信号と所定の画像表示信号のいずれかを
設定する映像設定部と、各画素の駆動素子のゲート電源を制御するゲート電源制御部と、
各画素の共通電極を制御する共通電極制御部と、前記データ線駆動回路部への電源を制御
するソース電源制御部と、電源のオン・オフ時に前記各部の作動時期を制御する電源作動
タイミング制御部とを備え、前記電源作動タイミング制御部は、電源のオフ時に映像設定
部で所定の画像表示信号を選択した後、ゲート電源制御部でゲート電圧をオフ及び共通電
源制御部で共通電極をオフし、次にソース電源制御部でデータ線駆動回路部への電源をオ
フする手段を備えたことを特徴とするＬＣＤ表示装置としたものである。
【００１８】
また、前記共通電極をオフする時点は、前記所定の画像表示を所定時間維持した後の時点
に設定したことを特徴とするＬＣＤ表示装置としたものである。
【００１９】
また、前記データ線駆動回路部への電源をオフする時点は、共通電極電圧がほぼなくなる
時点に設定したことを特徴とするＬＣＤ表示装置としたものである。
【００２０】
また、前記電源作動タイミング制御部は、電源のオン時に前記ソース電源制御部とゲート
電源制御部と共通電極制御部とをオンした後、データ線駆動回路部に映像信号を出力する
ことを特徴とするＬＣＤ表示装置としたものである。
【００２１】
【発明の実施の形態】
本発明の実施の形態を図面に沿って説明する。図１は本発明の機能ブック図であり、特に
電源のオン・オフ系統を主体とした機能部分を中心に示している。同図中における液晶モ
ジュール１部分は前記図６に示す従来のものとほぼ同様の構成をなし、同様の機能をなす
ものであるが、図１に示す本発明のＬＣＤ表示装置の液晶モジュール部分においては、ソ
ースドライバとしてのデータ線駆動回路部２の内部において、シフトレジスタ部３からの
信号を保持することができるホールド回路部４を備えている。なお、このＬＣＤ表示装置
は反射型であるが、必要に応じて図中二点鎖線で示しているように、バックライト５を備
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えても良い。
【００２２】
データ線駆動回路部２には信号制御回路部６が接続されており、この信号制御回路部６に
おいて、通常のＬＣＤ表示の時は、外部から通常映像信号７として映像切換スイッチ８に
入る。この映像切換スイッチ８は映像設定部１０によって通常は図示するように切り換え
られていることにより、前記通常映像信号７は映像信号出力部１１から従来のものと同様
にデータ線駆動回路部２のシフトレジスタ部３に出力する。
【００２３】
映像切換スイッチスイッチ８は前記通常映像信号７と、黒画面表示信号１２とに映像入力
を切り換えることができるようになっており、このＬＣＤ表示装置の画面を一時的に消す
映像ミュートを行う際に、映像ミュート信号検出部１３でミュートスイッチの操作等によ
る映像ミュート信号を検出すると、映像ミュート処理部１４を介して映像設定部１０にお
ける映像切換スイッチ８を切り換え、通常映像信号７から黒画面表示信号１２に入力信号
を切り換える。その結果、黒画面表示信号１２が映像信号出力部１１からデータ線駆動回
路部２のシフトレジスタ部３に入力され、全画素に対して黒色の表示を行わせることによ
り、画面が一時的に消された状態を作り出す。
【００２４】
信号制御回路部６には更に映像固定信号出力部１５が設けられ、後述する電源作動タイミ
ング制御部１７における映像信号制御部２４から、特に電源オフ時の信号が入力したとき
、所定のタイミングでデータ線駆動回路部２におけるホールド回路部４に信号を出力する
ようになっている。また、映像信号制御部２４から、映像信号出力部１１に制御信号を出
力可能とし、電源のオン・オフ時の各機能部とタイミングを合わせて、映像の出力の許可
、禁止等を行うことができるようにしている。
【００２５】
また、この電源作動タイミング制御部１７は、図示の例では映像設定部１０にも信号を出
力し、特に電源オフ時の信号が入力したときに、一番最初の処理として、映像切換スイッ
チ８を前記映像ミュート処理と同様に、黒画面表示信号１２側に切り換え、映像信号出力
部１１から黒画面表示信号を出力するようになっている。なお、電源作動タイミング制御
部１７は、前記のように映像設定部１０に信号を出力する代わりに、映像ミュート処理部
１４に出力し、映像ミュートとしての処理を行うことにより、黒画面表示信号を映像信号
出力部１１から出力するようにしても良い。
【００２６】
後にその作動を詳述するように、電源作動タイミング制御部１７のＬＣＤ電源制御部２５
からは、ソース電源制御部２０に作動タイミング信号を出力し、データ線駆動回路部２に
対する電源供給の制御を行う。また、ゲート電源制御部２１に出力して、アドレス線駆動
回路部９の電源供給制御、即ちゲート電圧線の供給・遮断を所定のタイミングで行う。更
に共通電極制御部２２にも出力して、共通電極線の制御、即ち画素の信号電圧に対向する
電圧の制御を行う部分に対しても、所定のタイミングで電源のオンオフの制御を行う。
【００２７】
なお、上記のような各制御部等は、このＬＣＤ表示装置に別設した制御回路によって制御
することができるが、そのほか、ＬＣＤ表示装置内部に制御回路を付設することもできる
。また、このＬＣＤ表示装置にバックライト５も備えている場合は、バックライト駆動制
御部２３を備え、前記電源オン・オフ制御部１７からの信号によってもその駆動が制御さ
れるように設定する。また、このようにバックライトを設けている場合には、前記映像ミ
ュート時においてもバックライト駆動制御部２３において、映像ミュート処理部１４の信
号により、バックライトの消灯、及び点灯の制御を行う。
【００２８】
上記のような機能ブロックからなるＬＣＤ表示装置は、その電源オン時は図２に示す作動
フローによって、また電源オフ時は図３に示す作動フローによって、各々一連の作動が行
われる。これらの作動を、前記図１に示す機能ブロック図、及び図４に示す各機能部が作
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動するタイミングを示す作動時期説明図を参照しつつ述べる。
【００２９】
電源オン時には図２に示す作動フローによって処理され、図４（ａ）に示すタイミングで
順次作動する。即ち、図１の電源オン・オフ信号検出部１６が、利用者が操作する電源ス
イッチ等からの出力信号を検出し（ステップＳ１）、その検出信号に基づいて、電源作動
タイミング制御部１７におけるＬＣＤ電源制御部２５において、ＬＣＤ電源のオン制御を
行う（ステップＳ２）。このとき、ＬＣＤ電源制御部に接続しているソース電源制御部２
０、ゲート電源制御部２１、共通電極制御部２２に電源オン信号を出力し、各部において
電源のオン処理を行う。その結果、液晶モジュール１内の各部は作動開始可能状態となる
。この状態は、図４（ａ）の電源オン時の作動タイミングの図において、ＬＣＤ電源が第
１の時点ｔ１で立ち上がっている状態で示されている。
【００３０】
その後、あるいは前記ステップ２の作動と同時に、電源作動タイミング制御部１７内の映
像信号制御部２４において、映像固定信号出力部１５における作動状況を確認し、前回の
作動における映像固定作動状態を維持したままとなっていない場合は、映像固定信号出力
部１５に信号を出力し、ホールド回路部４に対して映像信号の固定を指示させる（ステッ
プＳ３）。それによりを画素に映像信号を出力することを禁止し、ＬＣＤ電源が立ち上が
るまでの作動不安定状態の時に、各種信号が画素に供給されることにより、ディスプレイ
上に不安定な画面が表示されることを防止する。なお、前記映像固定信号出力部１５にお
いて、前回の作動時に映像固定作動を行い、そのままの状態を維持していた場合には、こ
の状態を継続させるのみで良い。
【００３１】
次いで、液晶モジュール１内の液晶画素等の立ち上がりに要する所定のＴ１時間の経過を
待つ（ステップＳ４）。このＴ１が経過した後に、前記のように映像固定信号出力部１５
でホールド回路部４に出力していたホールド信号を解除し、データ線駆動回路部２からの
映像信号の出力を許可する（ステップＳ５）。この状態は図４（ａ）において、前記第１
の時点ｔ１からＴ１経過後の第２の時点ｔ２に、映像固定解除が行われている状態で示さ
れている。
【００３２】
このようにホールド回路部４において映像信号の固定が解除された後に、映像信号制御部
２４は映像信号出力部１１に制御信号を出力し、データ線駆動回路部２のシフトレジスタ
部３に映像信号を出力可能とする（ステップＳ６）。この電源オン時には、映像切換スイ
ッチ８は図１に示す通常状態となっており、それにより外部からの通常映像信号７はシフ
トレジスタ部３に出力され、先に電源がオンされて信号入力待機状態となっている液晶モ
ジュールの各画素に対して映像信号を出力し、通常の映像表示を行う（ステップＳ７）。
【００３３】
図４（ａ）においてこの状態は、第２の時点のｔ２からの所定時間Ｔ２時間経過後におけ
る第３の時点ｔ３で、映像信号許可が行われている状態で示されている。なお、この映像
信号の許可は、前記ホールド回路部４に対するホールドが解除された後ならばいつでもよ
く、また、同時に行うことも可能である。このＬＣＤ表示装置にバックライト５も備えて
いる場合には、電源作動タイミング制御部１７からバックライト駆動制御部２３に対して
、前記映像信号の許可と同時に作動開始信号を出力し、図４（ａ）に示すタイミングでバ
ックライトの点灯を行わせる。
【００３４】
一方、電源のオフ時には図３に示す作動フローにより、図４（ｂ）に示すタイミングで順
次作動する。即ち、電源オン・オフ検出部１６が、利用者が操作する電源スイッチ等から
の電源オフ信号を検出し（ステップＳ１１）、その検出信号に基づいて、電源作動タイミ
ング制御部１７における映像信号制御部２４では、映像設定部１０に映像切換スイッチ８
の切換作動信号を出力し、通常映像信号７から、黒画面表示信号１２に入力映像信号を切
り換え、映像信号出力部１１に黒画面表示信号を出力する（ステップＳ１２）。その結果
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、映像信号出力部１１からは、映像ミュート時と同様に、データ線駆動回路部２のシフト
レジスタ部３に対して黒画面を表示する信号を出力し、ディスプレイの全画素が黒表示を
行い、利用者に対して画像が消えた状態を作り出す。
【００３５】
この状態は図４（ｂ）において、第４の時点ｔ４に通常映像信号がカットされた状態で示
されており、このときに黒画面表示信号が出力されている。なお、特に映像ミュートのた
めの黒画面表示機能を備えていないＬＣＤ表示装置においては、この電源オフ時の映像信
号出力のために、黒画面表示信号１２の出力部を設けて前記表示を行うこととなる。
【００３６】
その後、液晶モジュール１の全画素が黒画面表示状態となる所定時間Ｔ３が経過したか否
かを検出し（ステップＳ１３）、全画面が黒画面表示状態となった後、映像信号制御部２
４から映像固定信号出力部１５に映像ホールド信号を出力する。それにより映像固定信号
出力部１５は、ホールド回路部４に対して現在表示している黒画面用の信号のホールドを
指示し、ホールド回路部４は以降その状態を保持する（ステップＳ１４）。この状態は図
４（ｂ）において、第４の時点ｔ４から所定時間Ｔ３経過後の第５の時点ｔ５において映
像ホールドがなされ、データ線駆動回路部２から各画素に対する映像信号の出力が行われ
なくなった状態として示されている。
【００３７】
電源作動タイミング制御部１７では、このとき同時にＬＣＤ電源制御部２５からゲート電
源制御部２１にゲートオフ信号を出力し、ゲート電源制御部２１ではゲートドライバとし
てのアドレス線駆動回路部９の電源をオフする（ステップＳ１５）。それによって、各画
素の駆動素子としてのＴＦＴのゲート電圧がなくなり、ＴＦＴはオフとなって、各画素は
蓄積コンデンサＣｓの黒画面表示用蓄積電圧をかけられた状態で作動が停止する。
【００３８】
このようにして全画素に対して黒画面表示を行わせた後、所定時間Ｔ４が経過したか否か
を判別し（ステップＳ１６）、Ｔ４が経過したときには、ＬＣＤ電源制御部２５は共通電
極制御部２２にオフ信号を出力し、各画素の映像信号供給部に対向する電圧を供給してい
た共通電極をオフする（ステップＳ１７）。この状態は図４（ｂ）において、前記第５の
時点ｔ５  から所定時間Ｔ４経過後の第６の時点ｔ６に共通電極をオフしている状態とし
て示されている。このように、共通電極をゲート電源より後にオフすることにより、ホー
ルド回路部４でホールドしている黒画面表示状態を維持することが可能となる。
【００３９】
前記第５の時点ｔ５においてゲート電圧がオフされた後は、画素に蓄積された電荷は、液
晶の抵抗Ｒ１と、液晶が有する容量Ｃ１及び蓄積容量Ｃ２の合計容量Ｃ３と、ＴＦＴのオ
フ抵抗Ｒ２とで決まる時定数で徐々に放電し、前記のように共通電極がオフされた後もそ
の回路特性に応じて放電を続ける。この電圧降下の状態は図４（ｂ）に画素、容量部電圧
Ｖとして示しており、最初の黒画面表示の画素電圧Ｖａから徐々に電圧が降下する。この
ように、ゲート電圧オフ後の所定時間Ｔ４経過時には画素電圧が十分降下しており、この
時点で画素に対向電圧をかけている共通電極をオフしても、画素に対して従来のような大
きな電圧変化を与えることがなくなり、黒画面表示状態を安定して維持することができる
。
【００４０】
上記共通電極のオフ後、さらに所定時間Ｔ５が経過したか否かを判別し（ステップＳ１８
）、Ｔ５が経過したときにはＬＣＤ電源制御部２５はソース電源制御部２０にオフ信号を
出力し、ソース電源制御部２０はデータ線駆動回路部２に対する作動用電源をオフする（
ステップＳ１９）。この所定時間Ｔ５は、ゲート電圧がオフする第５の時点ｔ５からＴ４
＋Ｔ５の合計時間経過した第７の時点ｔ７における、画素電圧が十分に降下した時点に設
定される。即ち、この合計時間経過した第７の時点ｔ７における画素の電圧は、黒画面表
示を行っているＶａから前記のような放電特性によって電圧が降下し、そのときの電圧で
はほとんど画像を表示することができず、したがって突然の電圧変化においても表示画面
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に影響を与えることがない電圧Ｖｂ以下に迄降下している。このようにして電源のオフ作
動は終了する（ステップＳ２０）。
【００４１】
なお、上記実施例においては、ゲート電源をオフした後に共通電源をオフさせた例を示し
たが、逆に共通電源をオフさせた後にゲート電源をオフしても、また両者を同時にオフさ
せても同様の効果を奏することができる。また、上記実施例においては、電源オフ信号を
検出したとき、映像ミュートを行うための黒画面表示を利用する例を示したが、それ以外
に、別の所定の画像を表示する手段を設け、その所定の画像を維持するように構成するこ
ともできる。
【００４２】
ＬＣＤ表示装置に上記のような電源作動タイミング制御部１７を備えた本発明の装置にお
いては、上記のような電源のオン・オフの各種作動を行わせることができるものであるが
、前記映像セレクタ、映像信号出力部１１、映像固定信号出力部１５、ソース電源制御部
２０、ゲート電源制御部２１、共通電極制御部２２等を任意の順序で、任意の時点に作動
させることにより、更に種々の態様で制御を行わせることも可能である。
【００４３】
【発明の効果】
本発明は、上記のように構成したので、主として反射光により映像を表示する反射型ＬＣ
Ｄの電源を切断したときに、ＬＣＤの画面上に不規則な残像現象を生じることを確実に防
止することができる。
【００４４】
また、他の実施態様においては、前記共通電極をオフする時点は、前記所定の画像表示を
所定時間維持した後の時点に設定したので、ゲート電圧オフ後に所定の画像表示を確実に
維持することができる。
【００４５】
また、他の実施態様においては、前記データ線駆動回路部への電源をオフする時点は、共
通電極電圧がほぼなくなる時点に設定したので、データ線駆動回路部の電源をオフすると
きには共通電極電圧が充分に低下しており、データ線駆動回路の電源をオフしても画像の
不規則な残像現象を生じることをより確実に防止することができる。
【００４６】
また、他の実施態様においては、前記電源作動タイミング制御部は、電源のオン時に前記
ソース電源制御部とゲート電源制御部と共通電極制御部とをオンした後、データ線駆動回
路部に映像信号を出力する手段を備えたので、前記電源のオフ時の制御以外に、オン時に
おいても各機能部を適切なタイミングで作動させることができる。特に、前記ソース電源
制御部とゲート電源制御部と共通電極制御部とをオンした後にデータ線駆動回路部に映像
信号を出力するので、初期映像表示時の不安定な映像表示を防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の機能ブロック図である。
【図２】本発明の実施例の電源オン時の作動フロー図である。
【図３】同電源オフ時の作動フロー図である。
【図４】本発明の実施例の電源オン・オフ時の作動タイミング図であり、（ａ）は電源オ
ン時の、また（ｂ）は電源オフ時の作動タイミング図である。
【図５】本発明を適用するＬＣＤ表示装置の画素部分の拡大図を示し、（ａ）はその構造
を示す斜視図であり、（ｂ）は回路構成を示す斜視図である。
【図６】従来のＬＣＤ表示装置の機能ブロック図である。
【符号の説明】
１　液晶モジュール
２　データ線駆動回路部
３　シフトレジスタ部
４　ホールド回路部
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６　信号制御回路部
８　映像信号切換スイッチ
９　アドレス線駆動回路部
１０　映像設定部
１２　黒画面表示信号
１４　映像ミュート処理部
１５　映像固定信号出力部
１７　電源作動タイミング制御部
２０　ソース電源制御部
２１　ゲート電源制御部
２２　共通電極制御部

10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(9) JP 3835967 B2 2006.10.18



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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